提案型市民主役事業化制度　審査結果表
	提案ナンバー
	1
	提案者
	パークサポートLLP

	事業ナンバー
	9
	担当部署
	市民協働課

	事業名
	花によるまちづくりコンクール事業


	審査委員会での主な意見
	　指定管理者としての経験・実績により適正な事業運営が期待できます。またこの分野に関して専門的な知識やノウハウを有しており、事業の拡充や参加者のスキルアップにつながるものと考えます。
　また、保育園や幼稚園を新たにコンクールの対象にすることにより、子どもたちに花を育てる喜びや達成感を感じられるコンクールであると思います。
　経費の一部について、削減ができるとなおよいと思われます。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用


	②
	　企画内容や実施体制に関しては、市の目的に沿った内容です。
　経費に関して一部削減を視野に入れ、再度検討をお願いします。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、全体経費を390千円に削減し、採用とします。


提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	3
	提案者
	エコプラザさばえ

	事業ナンバー
	47
	担当部署
	環境課

	事業名
	環境活動表彰事業


	審査委員会での主な意見
	　現状でも、市民や市民団体の行う環境活動に関する情報は、鯖江市環境教育支援センター（エコネットさばえ）の指定管理者であり、環境まちづくり委員会の事務局の一端も担っている提案者（エコプラザさばえ）に集約されています。

　これら幅広いネットワークを活かして、これまで知られていなかった隠れた人材、被表彰者の掘り起しが可能であると考えられるので、市民団体が取り組む意義があります。
　実施体制等にも問題は見あたりません。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用


	①
	　官民の役割分担として適切で、今後の波及効果も期待できます。
　計画内容も十分であり、経費的にも効率化が図られています。


	②一部修正の場合の

　最終結果
	
	


	提案ナンバー
	18
	提案者
	さばえＮＰＯサポート

	事業ナンバー
	8
	担当部署
	市民協働課

	事業名
	ボランティア養成事業


	審査委員会での主な意見
	　中間支援組織である「ＮＰＯサポート」が核となって各種団体や市民ニーズを十分くみ取った内容であり、企画内容に具体性・実現性があります。
　ただし、市の提案である経費とは大幅に差異があります。さばえＮＰＯサポートの設立目的や既存の事業内容と重複する点も多いと思われますので、その能力を十分活用し、より縮減した予算で実施することはできないか検討してほしいと思います。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用
	②
	　専門的なノウハウを持っており実施能力は十分に有していると考えられます。

　経費全体の中で、「広報費」「企画運営費」等を中心に費用の点で削減できる余地があると思われるので、再度検討をお願いします。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、全体経費を590千円に削減し、採用とします（収入は50千円）。



提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	20
	提案者
	さばえＮＰＯサポート

	事業ナンバー
	19
	担当部署
	市民協働課

	事業名
	コミュニティビジネス支援事業


	審査委員会での主な意見
	　コミュニティビジネスに対する市民の需要予測等がふまえられているとさらによい事業になると思います。
　企画内容の具体性・実現性が高く、官民の役割分担、実施体制的にも問題が少ないと思われます。
　費用的には、一部削減の余地があると考えられます。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用
	②
	　企画に具体性があり、実施能力も十分に有していると考えられます。

　費用の点で削減できる余地があると思われますので再度検討をお願いします。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、全体経費を590千円に削減し、採用とします（収入は50千円）。




提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	21
	提案者
	さばえＮＰＯサポート

	事業ナンバー
	21
	担当部署
	市民協働課

	事業名
	市民主役フォーラム開催事業


	審査委員会での主な意見
	　他団体との連携も視野に入れており、企画内容の具体性・実現性が高く評価できます。

　官民の役割分担、実施体制的にも問題が少ないと思われます。
　ただし費用的には、削減の余地があると考えられます。
　また講演は国が考える「新しい公共」の単なる解説・説明にならないように留意し、参加された住民の皆さんが「市民主役」の意味を主体的に考えられるような内容にしてください。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用
	②
	　企画に具体性があり、実施能力も十分に有していると考えられます。

　費用の点で削減できる余地があると思われますので再度検討をお願いします。
　また講演会のテーマについて、国の「新しい公共」の単なる解説・説明にならないように留意してください。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、全体経費を180千円に削減し、採用とします。




提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	15
	提案者
	コンフォートさばえ

	事業ナンバー
	29
	担当部署
	長寿福祉課

	事業名
	いきがい講座


	審査委員会での主な意見
	　講座内容が変更になることも視野に入れていますが、既存の受講者への配慮も計画に盛り込まれています。
　講座が魅力的になる可能性が高く、計画も具体性・実現性が高いと思われます。従前から多くの講座を実施してきた実績があることから事業の成果も十分期待でき、官民の役割分担としても提案団体が意欲を持って実施できる事業です。
　実施体制的にも問題が少ないと判断されます。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用
	②
	　他団体の提案に比べ、計画の具体性・実現性が高く、安定して事業を実施できると判断されます。
※審査委員会からの要望として、同事業に提案をされた応用芸術研究所とタイアップし、講師派遣や新設講座の企画などで協力していただけたらと思います。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者と応用芸術研究所との協議の結果、講師派遣や新設講座の企画などで協力をすることとなりましたので、採用とします。



提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	23
	提案者
	藤田印刷所

	事業ナンバー
	64
	担当部署
	文化課

	事業名
	まちかど歴史浪漫コンサート


	審査委員会での主な意見
	　魅力的なコンサートとなる可能性が高く、計画も具体性・実現性が高いと判断されます。

　官民の役割分担としても提案団体が意欲を持って実施できる事業です。

　実施体制的にも問題が少ないと思われます。
　講演ついては、タイトル等で特定の宗教に偏らないような配慮が必要です。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用
	①
	　市民主役にふさわしい意欲を持って、魅力的な事業を実施できると判断されます。


	②条件付き採用の

　最終結果


	
	


提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	29
	提案者
	夢みらいWe

	事業ナンバー
	7、11、12、13、
14、17、18、67
	担当部署
	市民協働課、スポーツ課

	事業名
	男女共同参画啓発事業

男女共同参画推進大会(フェスタ)開催事業

男女共同参画学習およびワークライフバランス等推進事業

男女共同参画推進運営事業(地域啓発推進事業)

男女の社会参画促進事業男女共同参画女性人材リスト事業

新米お父さん教室開催事業
スポーツ教室開催事業（リスタート・フレッシュアップ事業）


	審査委員会での主な意見
	　提案者は、男女共同参画の拠点である「ゆめみらい館・さばえ」の指定管理者であり、地域を巻き込んだ実技事業など実績もありますが、多数の事業をいきなり一括して受託するには、企画・運営に携わる事務局の能力に不安が残ります。
　企画・管理能力のある人材を雇用しつつ、指定管理者とさばえ男女共同参画ネットワークとの協働を深めながら一体的に企画、運営する体制が望ましいと思います。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用


	②
	　企画内容に関して問題はありませんが、提案者が実施できる具体的な事業の精査および実施体制について市と検討をお願いします。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、男女共同参画学習およびワークライフバランス等推進事業、男女の社会参画促進事業男女共同参画女性人材リスト事業の２事業を提案から省き、全体経費を5,260千円に削減し、採用とします。



提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	16
	提案者
	コンフォートさばえ

	事業ナンバー
	59
	担当部署
	生涯学習課、都市計画課

	事業名
	青少年健全育成事業


	審査委員会での主な意見
	　機関紙「はぐくみ」については、教育委員会が編集・発行していることに意義があると思われ、提案がそのまま市民サービスの向上や成果の改善につながりにくい面もあるように判断します。
　他の提案内容については市民が自ら実施する意味もあり、実施体制的にも問題が少ないと思います。
　予算については、事業の組み換えに伴い再検討する余地があると思われます。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用
③不採用
	②
	　機関紙「はぐくみ」事業をはずすことで、市民主役で行なう意義が高まると考えられます。

　これを踏まえ経費全体の中で、「労務人件費」を中心に費用の点で削減できる余地があると思われますので、再度検討をお願いします。
　その他の点では提案には魅力があり、実施能力も十分に有していると考えられます。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、機関紙「はぐくみ」事業を提案から省き、別途、事業の一体性の確保の点から都市計画課におけるイルミネーションの設置にかかる工事経費を提案に加え、全体経費を1,020円とし、採用とします。




提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	17
	提案者
	鯖江市連合婦人会

	事業ナンバー
	51
	担当部署
	環境課

	事業名
	買物袋持参啓発事業


	審査委員会での主な意見
	　地球温暖化の防止のためには、家庭からの排出を抑制する必要があり、そのためには市民自らが、調査（データ収集）＞結果＞考察（報告書作成）というサイクルを体験し、意識を高めていくことが有効です。
　現在は、環境まちづくり委員会・さばえ男女共同参画ネットワークと「レジ袋削減に向けた取り組みに関する協定」を結んでいる18店舗を対象に、買物袋の持参率のみの調査を行っているとのことですが、今後のためには男女別・年齢層別などのデータも必要ではないでしょうか。
　提案者は、既存事業においても市から同様の事業を受託しており、実施体制等には問題がありません。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用


	①
	　受託を受けるのにふさわしい団体であり、経費的な増加も最小限に抑えられています。
　調査内容について、より詳細なデータ収集が可能かどうか、市側と検討してください。


	②条件付き採用の

　最終結果


	
	


提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	25
	提案者
	平成謙光舎

	事業ナンバー
	66
	担当部署
	まなべの館

	事業名
	まなべ学講座


	審査委員会での主な意見
	　講座実施にあたって、意欲は理解できるが具体的な講座の企画内容までは触れられていないので提案を採用するにはさらなる検討が必要と思われます。
　経費的にも、市民のボランティアのエネルギーが活用するなど追加の検討は可能でしょう。
　実行委員会としてメンバー募集するなど、提案者が市民の様々な人脈を活かして行なうとのことであり、その線で進めれば今後の「事業の広がり」「波及効果」の点で期待できます。提案団体が意欲的に取り組むことができる事業であり、実施体制的には十分であるので、ぜひがんばってほしいと思います。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用

③不採用


	②
	　提案団体が行なうにふさわしい事業ですので、より具体的な企画内容をつめた上で、市と再度協議を行ってください。

　経費の全般的な削減についても再度検討をお願いします。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議において、企画内容の詳細を打ち合わせた上、全体経費を400千円に削減し、採用とします（収入は35千円）。



提案型市民主役事業化制度　審査結果表

	提案ナンバー
	27
	提案者
	ウォンツ

	事業ナンバー
	45
	担当部署
	商工政策課

	事業名
	家族あいのりの旅（鯖江百景を巡ってみよう）支援事業


	審査委員会での主な意見
	　地元企業や高齢者施設等も訪問先に加えるとの提案は魅力的ですが、市民の滞在時間が長くなると受け入れ側の業務に支障がでないか十分な調整が必要です。

　これに関連して、受付Webシステム構築の必要性については、再度検討が必要と思われます。
　市側としても「鯖江百景」巡りだけにこだわっているわけではなく、コミュニティバスに家族で乗るという乗車体験が主であり、企画内容的には十分な工夫があります。



	審査結果
	判断理由（②の場合　修正提案等）

	事業化の可否
①採用

　Ａ　随意契約

　Ｂ　競争入札

②条件付き採用
③不採用


	②
	　地元企業や高齢者施設等への訪問や、そのための受付システムについては、再度、市とその実現性や必要性について再度検討をお願いします。

　その他の点では、企画内容、実施体制とも十分と思われます。


	②条件付き採用の

　最終結果


	①
	　提案者との協議の結果、一部実施内容を見直し、全体経費を512千円に削減し、採用とします。





























































































